
2026年度 実務経験のある教員の主な授業科目の一覧表

配当学年 授業科目名 単位数 区分 担当教員 実務経験 実務経験の授業等への活用

渋谷　寛美 看護師

鈴木　浩美 看護師

千葉　今日子 看護師

佐藤　直子 看護師

八田　史絵 看護師

坂本　めぐみ 助産師

櫻井　薫 看護師・助産師

渡部　加恵 助産師

茂手木　明美 看護師

井上　寛隆 看護師

坂田　徳生 看護師

髙橋　幸子 看護師

森川　奈緒美 看護師

大和　広美 看護師

関根　みぎわ 看護師

飯室　淳子 看護師

祥雲　直樹 看護師

阿部　祐美子 看護師

松岡　志津香 看護師

小松　妙子 看護師

齋藤　奈美 看護師

石川　幸代 看護師

原田　瞳 看護師

笠井　翔太 看護師

神庭　純子 保健師

伊藤　千春 看護師・保健師

石井　可奈 看護師・保健師

15

※　看護学部においては、全員が実務経験のある教員である。

3 在宅看護支援論 2 必修
　在宅看護の経験を活かし、地域連携や家族支援の

　実践的な内容で講義・演習を展開する。

臨床における精神看護の実践経験をもとに、

（精神看護支援論Ⅰ）必要な知識・技術の基本について指導する。

（精神看護支援論Ⅱ）精神機能、セルフケアのアセスメントを中心に指導する。

行政における保健師としての経験を基に公衆衛生看護活動を

展開するための知識技術を実践的に指導する。

主な授業単位数　合計

3
精神看護支援論Ⅰ

精神看護支援論Ⅱ

1

1
必修

必修2公衆衛生看護活動論Ⅰ2

2 老年看護支援論Ⅱ 1 必修

医療機関での看護業務を通して得られた実務経験をもとに、

診断・治療における療養支援に関わる講義及び演習を行う。

実践的な母性看護技術や心理社会的な支援技術を授業に組み入れ、

具体的な援助技術は助産師としての実務経験を活かす。

看護師実務経験に基づき、小児看護の実践に必要な知識・技術の

基本について指導する。

臨床現場における看護実践を基に、慢性期患者への

看護実践と多職種連携について指導する。

臨床現場における経験を基に、老年看護支援論Ⅱの

実践的理解を促進するように取り組み・指導する。

2 小児看護支援論Ⅰ 1 必修

必修3成人看護学実習Ⅰ3

2 療養援助技術 必修2

2

3

母性看護支援論Ⅰ

母性看護支援論Ⅱ
必修

1

1


